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　平成21年度（５年生）の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の記録と、芝生化後に
実施した平成22年度（６年生）の奈良県児童生徒の体力テスト調査の記録を比べました。
　グラフが示すとおり、走力・跳力・持久力の種目において、芝生化実施校は県平均より
記録がよく、また伸びも県平均を大きく上回りました。
　運動場を芝生化することによって、子どもたちの外遊びが増えたことが、体力向上につ
ながっていると考えられます。
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　芝は「夏芝」と「冬芝」に区別されます。ポットで育て運動場に定植する芝は夏芝です。夏芝
を定植した後、毎年秋頃に、夏芝の上から冬芝の種を追いまきします。この追いまきの手法をオ
ーバーシーデイングといいます。オーバーシーディングは一年中緑の芝生を実現することができ
るとともに、冬の時期に枯れる夏芝の保護にもなります。夏芝は、冬の時期には休眠しますが、
翌年の春には芽吹いて緑になります。
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　自動ポップアップ式のスプ
リンクラーで散水します。
　梅雨明けから10月頃まで
は、水の量を多くします。そ
の後は、芝生の状態を見なが
ら散水します。

　ランナー（地面をはう芝）
の発生を促進させるために、
肥料散布機で、肥料を施しま
す。
　高度化成肥料は1,000㎡
あたり30kg程度が基本です。
　施肥の回数は、夏芝が生長
する時期は2週に1回、その
後は月1回程度です。

　乗用芝刈り機で行います。
　芝が生育する時期は週１回
の頻度で３～４cmの高さで
刈り込み作業を行います。そ
れ以外は月1回程度です。雑
草も一緒に刈り込みます。

　使用頻度が高い箇所は芝生
がはげることが起こります。
　補植はポット苗を準備し、
はげた箇所に苗を植え付けま
す（５㎡あたり１シートが目
安）。その後、十分な養生期
間をとります（２週間～１ヶ
月程度）。
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